
未認識過去勤務債務及び未認識数理計算上の差異 ` ` ` `

年 金 資 産 ` ` ` `

退 職 給 付 引 当 金 ` 269¶220 ` 269¶220

Ĉ 保証債務の明細

区 分
期 首 残 高 当 期 増 加 当 期 減 少 期 末 残 高 保証料収益

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 金 額

（円） （円） （円） （円） （円）
国立大学財務・経営センター
債務負担金 1 6¶075¶869¶976 ` ` 1 673¶416¶126 1

（623¶411¶899）
5¶402¶453¶850 `

注）１．国立大学法人法附則第12条第３項の規定に基づき、国立大学法人が、文部科学大臣の定めるところにより、独立行政法人国立大学財務・経営センターが承継した借入金債務を保証するものであ
ります。
２．（ ）は、１年以内返済予定分を記載しております。

D̂ 資本金及び資本剰余金の明細
（単位：円）

区 分 期 首 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 期 末 残 高 摘 要

資 本 金 政 府 出 資 金 41¶485¶384¶205 ` ` 41¶485¶384¶205

計 41¶485¶384¶205 ` ` 41¶485¶384¶205

資 本 剰 余 金 資 本 剰 余 金

施設費
（うち、国立大学財務・経営
センターからの受入相当額）

572¶895¶458
（148¶192¶137）

792¶373¶102
（33¶237¶424）

`

（`）
1¶365¶268¶560
（181¶429¶561）

当期増加額は、施設整備費補助金
による資産の取得

補 助 金 等 229¶370¶000 ` ` 229¶370¶000

目 的 積 立 金 325¶839¶073 554¶384¶544 ` 880¶223¶617 当期増加額は、目的積立金による
資産の取得

診 療 債 権 承 継 1¶608¶228¶433 ` ` 1¶608¶228¶433

無 償 譲 与 96¶222¶027 ` 1 96¶222¶026 当期減少額は、劣化による特定資
産の廃却

計 2¶832¶554¶991 1¶346¶757¶646 1 4¶179¶312¶636

損 益 外 減 価 償 却 累 計 額 3¶537¶585¶436 846¶256¶515 2¶221¶349 4¶381¶620¶602 当期減少額は、劣化による特定資
産の廃却

損 益 外 減 損 損 失 累 計 額 ` ` ` `

民 間 出 え ん 金 ` ` ` `

差 引 計 � 705¶030¶445 500¶501¶131 � 2¶221¶348 � 202¶307¶966
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